







































































































































いう尾島菊子は相当な多筆の作家であり、それゆえに構成面での不備、 わゆる尻切れトンボとなっている作品も少なか ず存する。「蚊ばしら」も例外ではなく、小説末尾で次女のおよしが「淵川に身を沈めてしまひたい」理由は明確 されぬまま、テクストは閉じられる。小説が省略して る時間に、およしが姉の子である武雄を貰いうけ ことを申し出て拒否さ たという出来事が発生した可能












る。そんな微なものまでが、遠い街から起つ 来る騒音にも消されないで、はつきりと聞えるほど およしの心は清らかに澄んで哀れみに浸つてゐる神経に響くのであつた。『今日も、これで暮れてしまつたのだ。 』　
さう云ふ侘しい思ひが、昨日と同じやうに、つひ胸端に込み上つ
て来る。さうして何を見るともなく、一つ所 眸をすゑ やが涙が滲み出るほど、暗 ところを瞶めてゐた。　
前の二階建の家の陰になつた、ホンの名ばかりの庭の面は、闇と





た。こんな淋しい心持を好む なつてから、も 幾年かになるのである。さうして光明のある思ひも打ち消され。若 いだ心の中に芽ぐんださま〴〵の情の芽生も、悉くつみとられたや に、たゞ溜息ばかりの多い生活には、おぼろげな夢の跡を追ふやうな過去の思ひ出が、僅ばかりの潤ひと慰めとを与へるに過なか た。　
まだ三十三と云ふ年増ざかりを、 世の中の歓楽に眼を向けな で、
何の張合もない空虚な月と日を重ねてゆく我身の生涯を思ふと、あきらめ 好い、素直な性質のおよしも、時にはつまらないとか、やる瀬ないとか云ふ 焦々した、捨鉢な気分になつたりした。併しそんな昂つた感情も、すぐに熱のさめてゆくやう 冷えきつてしまつて、どうせ自分はかうした運命に囚はれ ゐるのだと、悲しい諦めに落ちてゆくのであつた。　
三人の姉妹の中で、自分ばかりは気質が好いとか、何でもよく出
来るとか、縹緻も一番すぐれてゐるとか云はれて 十五六の時分から全く人の讃め者になつてゐ 。けれども 結婚 間もな 、夫に死別れた。さうし 人に勧めらるゝ儘に再婚したが、十五 年が上であるばかりか、先妻が遺した三人の子供のために、散々 苦労をした、其揚句に、自分の生んだ子供一 を れて、到頭離縁につてしまつたのである。　
自分の生涯には、いつも幸福な日がつゞくやうに考えてゐた娘時





る。一人の子を亡くしてからと云ふもの、 余計に世の中を悲観して、自分などもう、何も生きてゐる必要もなければ、又要求もないと、屢々そん 事を考へたりしたが、武雄を育てゝ見ると、又なんとなく淋しい心にも楽しみな影がさ て来 、出来るだけ武雄のためには盡してやりたいなどと考へ出した そし ずん〳〵と愛情が増すに従つて、もうすつかり自分 所有になつ まつたやうな 誇らしい気分になつた。　
まだ姉の方とは確とした約束もしてないのであるが、およしはい
つそ自分の子にして まはうとさう心に定めて まつ 近所の人達にも んな話をしたり た。　
けれど折角可愛がつて大きくしても、 今に向ふの都合の好い頃に、


































































した訳なのだらう、変 事を訊く叔 ぢやな か、と云ふ風にきよろ〳〵とおよしの方を見守つた。叔母の顔はひどく蒼ざめて髪の毛がハラ〳〵と頬にかゝつてゐるのが、堪らなく淋 かった。『え、どうなの？なつてくれるの？それともい なの？』『叔母さんの子になるつてのは、どう云ふ事をすればいゝの？』　
武雄はやがて口を切つたが、当惑らしい色を、顔中に漂はせてゐ
た。
『ホヽヽ、さうだつたね、武ちやんにはまだ分らないわね。叔母さんの子になるつていうのは つまり叔母さんの家へ来てしまふ事なのよ。そしてお母さんの家へもう戻つてゆかない よ。お母さんの家には、まだ信ちやんもゐるし、お千代ちやんもゐるし、ちつとも困らないんだからね。いゝかい？武ちやん！武ちやんは叔母さんに育てられて、いつまでも、 つまでも叔母さ と一緒 ゐてくれるかい？』『あゝゐるよ。いつまでゞも叔母さんと一緒にゐるよ。 』『ほんとだね。武ちやんが其気な 、叔母さんはどんなに嬉しくつて、心丈夫だか知れない。ではね。今度お母さ に会 時 、その事を話すから、武雄そのつもりでゐて頂戴 』　
およしは満足らしい微笑を含んで体を起しかけた。武雄は何が何
だか薩張り分らぬながらも、さう云は 見ると、急に不安な影が心の上に射して来たやうな気がして、眼をしばたゝきしながら火鉢の傍へ摺りよつた。『だけれどね、叔母さん、そんな事をしたら、家 お母さんに叱られやしないだらう ？』　
と眉をひそめて、大人らしく首を曲げた。













































になつて、各自に思ひ〳〵の道を辿つて行つた。本来ならば、姉のお道が家の後を継ぐべき筈だつたが、出入の大工の頭梁と馴れ染めて、深い関係になつた為めに、親から殆んど放逐されたやう 形で二人は何処かで夫婦暮しをしてゐた。両親がつゞいて病死してから二三年経つと、それでどうやら家の閾だけは踏むことを許 。併し其以前からも姉妹同志はあまりしげ〳〵往来しなか たのである。　
お妙は去年の春から、日本橋にある西洋料理屋へ奉公してゐる。





『いゝえ、私も一度行きたいと思つてゐるばかしでね。ほんとにお互に変りがなければ何よりですよ。す かり夏支度が出来たのね。どうも大 のお扮装だこと。 』　
流行づくめの装ひをこらした妹の服装を、およし 初めて見たも
のゝやうにぢろ〳〵ながめた。扇子を使ふ手に、ピカ〳〵とダイヤが光つてゐた。およしにはこれが新ダイヤとも何 も考慮す ことなく、さも異様にケバ〳〵しく眼に映るばか あつた　
お妙は少し得意らしくほゝゑんで、












『だつて、こんなものを、そ に仰々しく訊くも わ。 』『でも、大変に立派 ゝやうだからさ 』『そんなんぢやないわ。 』　
秘密の箱にでもふれてゐるやうな、とも〴〵に好奇心を光らして



































『姉さんと話をしてゐると、私もう気がくさ〳〵してしまふわ もつと陽気になつたらどう！ まらない苦慮々々したつ 成るやうにしかならないぢやないの？』　
行儀を崩して、 畳に肘をついた。





『身を固めるつて、結婚する事でせう、私は当分ま 独身 ゐるわよ。人の女房なんかになつて、台所にばつかり燻つてゐるのは堪らないからね。どうせ私達の相手は分り切つてゐるんだもの。 』　
お妙はいつしか捨鉢な気分になつてゐた。
『最初は誰でも一寸そんな風に考へてゐるけれど 年をとつて見ると、いろ〳〵思ひ当つて来るのよ。そりや結婚したつて、屹度幸福つて訳にや行か わ、私 や のがあるからね けれど 私なんかはほんとに別者だわ。こんな不仕合せな女ば りあらうものなら、世の中暗だもの。 』『よしませう、止しませう。私も其中には又考へてよ。なあ一日でも暢気に出来るだけは なきやね。つまらないから。 』　
お妙は紛らすやうに笑つてしまつた。およしも釣り込まれて、唇










い姿になつた。自分のゐる洋食屋の内幕や、其処へ遊びに来る客の噂など、それからそれと話しはじめた。およしには、そんな話が凡て耳新らしく、珍らしい事柄ばかりであつた。自分の住んでゐる世界に、そんな愉快な、華かな、活々したところがあらう は、迚も想像にもつかない位であつた。お妙が面白さうに身振りなどして浮ずつた語調でそれを語つてゐるのを見て だけでも 自然 心をそゝられて、一緒にそんな社会へ飛び込んで見たい気が起つたりするのである。『姉さん！』　
やがてお妙は、ぢつと姉の見素ぼらしい姿に眸をとめて、何か云








ざと落著いてさう答えた。傍から親切にそんな話をしてくれても、今のおよしには、ちつとも有がた とは感ぜられないのであ た『でも姉さんは心細いでせう。そん 気 弱い人がさ、此先どこまでも独身でやり通さうとするにや、随分苦労だらうと思ふわ。 』『どの道苦労するなら、 私独身で苦労した方が、 つぽど諦めがいゝと思ふのよ。 』『それもさうだらうけれど、御徒町の姉さんの方には、何だか縁談がありさうな様子よ。 』『まあいやだ。そんな事よりかね、私 寧そ武雄を私の子に貰ひうけたいと思つてるのよ。そして私はあの子に係つてゆかうかと考へてゐるの。それを御徒町へ相談に行くつもりなの。 』　
およしが生真面目にそんな話をするのを、お妙はクス〳〵心で笑
つて聴いてゐた。『姉さんはほんとに婆さん染みた事を考へてゐらつしやるのね。あんな子供な か貰ひ受けて、一体どうする ？これから一通り 学問をさす計りでも大変ぢやあり せんか、馬鹿々々 い。およし
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十三
さいよ。それにこんな事を云つては何だけれど、別に姉さんの後を是非継がねばならぬと云ふ訳があるぢやなしさ、気楽な体に気楽でやつた方がそれだけ徳だわ。 』『だけれど、私達の生れた家つてものは、何して今の処形なしなんだからね。私は御徒町 姉さんに代つて、武雄を育 ながら、家の後を継がせうかと思ふの さうすれば両親に対し も申訳 立つぢやないの。全体自分の家 断絶してゐても、誰も何とも云ひ出ないのは、随分不都合な訳だわ。自分さへ幸福なら、家の後なんか何でも いと思つてゐち 、御先祖様に済まない ね。 』　
およしはブリ〳〵してゐた。お妙は噴き出しさうになつた。家の






















ふ懸念があつた。自分の前でされるのなら、どん にでも其場で弁解が出来るやうなものゝ、蔭でヒソ〳〵咡かれるやうだつたら、こんなにいやな事はないと思つた。一つは自分の心持を誤つて伝えれはし いかと、それを虞れたのであつた。併し一方には、話の間に万一機会があつたら、自分の方から進ん 武雄の事を云ひ出して見やうかと云ふ積極的の心も　
滅多に外出した事のないおよしは、久しぶりで都の夏の明るい街






〳〵浮いてゐた。細い横町へ曲つて、 あまり家並の ゝの ぬ街 、お道が住んでゐるのであつた。　
総領の姉のお道は、乳児を抱いて、表 方 間にぼんやり坐つて


























































分に嫁づけと云ふ話かと、忽ちそんな事を考へた。『実はね、今言つたやうな訳 、家も借金だらけで、もう二進も三進も動かないんだよ。でね、度々お前さんにこ な事を云はれる義理ぢやないんだけれど、もう一度少しばかり融通してもらひたいんだよ。どうだらうね。 』　
お道は煙管を掃いて、嫌味な薄笑ひをしてゐた。


































られず、もぢ〳〵として、ぼんやり暮れ方の空をながめてゐた。『出来さへすりや、私だつ 姉さ の事で も 、すぐにでもお届
けするんだけれどもね、何しろもう為樣がないもんだから。 』　
弁訳がましく、気の毒さうに云つてゐた。
















































































Reprint and introduction of Kikuko Ojima’s Mosquito Swarm: 
A serial novel from Taiwanese Patriotic Women
Yuka Shimooka
　　 This paper reprints the text from the novel Mosquito Swarm (1913) by Kikuko Ojima (1879-
1956), and introduces its content and features. The publication in which Mosquito Swarm appeared, 
Taiwanese Patriotic Women, was published during the Japanese imperial rule in Taiwan, and is 
rarely found today. A complete set of issues has yet to be discovered. Thus, the contributions made 
by Kikuko Ojima have never been properly ascertained. This paper reveals that Ojima contributed 
at least 16 volumes of works to this magazine. The heroines of Ojima’s novels often rebel against 
traditional familial systems. However, Mosquito Swarm establishes a heroine with completely 
opposite values, and is considered a literary work that illustrates the breadth in Ojima’s writing.
